
ＡＣＣ機能のメリット・デメリット 

 
 ＡＣＣ機能を知っていますか？使っていますか？ 

 ＡＣＣとは、運転支援機能の一つで『アダプティブクルーズ 

コントロール』の略で『車間距離制御装置』のことです。 

 高速走行中、ＡＣＣをセットすれば、アクセルとブレーキの操 

作なしに設定速度を維持して走ってくれるだけでなく、前車との 

車間距離を保って前車に追従。前者がスピードを落とせば、こちらも自動的に速

度を調整してくれるから、交通が流れている時もノロノロ

運転の時でも運転のストレスが低減します。 

          ですが、  

あくまでも高速道路での使用が基本となります。前者の動 

きを検知するセンサーで設定されており、横からの動きに 

は弱い面もあることから、突然の割り込みや他車の動きが

激しい一般道ではブレーキ制御が間に合わないケースもあるので、一般道での

使用は避けるべきです。 

また、高速道路から降りる際は、手前でＡＣＣを解除する。そして高速道路へ

の合流には、加速が不足し、アクセルによる加速が必要になるため設定をしない。

ゲリラ豪雨など視界が悪くなるときは、センサーの検知制度が下がるのでＡＣ

Ｃの使用は控える。 

 このようなことに気をつければＡＣＣは、高速走行時、ロングドライブでのド

ライバーの運転疲労軽減に役立ち、活用したい運転支援機能ですね。 

 ＡＣＣが付いている車に乗っていてもまだ使ったこと 

がない…という人もいますよね。まずは交通量が比較的少 

なく、一定速度で流れている高速道路で車間距離を広めの 

設定で、ＡＣＣの便利さを体験してみてはどうでしょうか。 

 知ってしまうととても便利な運転支援機能になるのでは 

ないでしょうか。 

       ですがＡＣＣは、あくまでドライバーの運転を支援する機能な

ので、システム任せにはせず、ドライバーは、いつでもアクセルや

ブレーキ操作が出来るよう準備しておきましょう。 便利な機能

を使いつつも、やはり安全運転はドライバーにかかっています。油

断せず安全運転をしてくださいね。 


